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晩
唐






一
代






の
名
家





、
韓
昌
黎









に
、
一
人






の
猶
子





韓

湘







あ
り
。
江

淮







よ
り
迎



へ
て
昌

黎







其

の
館





に
養





ひ
ぬ
。
猶
子





年


少


う
し
て
白
皙






、
容
姿





恰




も
婦
人





の
如



し
。
然



も
其

の
行





ひ
放
逸






に
し
て
、
聊




も

學


ぶ
こ
と
を

せ
ず
。
學
院






に
遣



は
し
て
子
弟





に
件





は
し
む
れ
ば
、
愚

な
る
が
故



に
同
窓






に
辱




め

ら
る
。
更



に
街
西






の
僧
院






を

假

り
て
獨



り
心

靜







か
に
書



を
讀

ま
し
む
る
に
、
日

を
經

る
こ
と
纔





に
旬





な
る
に
、
和
尚






の
た
め
に
其

の
狂






暴

を
訴





へ
ら
る
。
仍



て
速




に

館




に
召
返






し
、
座

に
引

い
て
、
昌

黎







面




を
正





う
し
て
云

ふ
。
汝





見

ず
や
、
市

肆

の
賤
類






、
朝
暮





の
營





み
に
齷
齪






た
る
も
の
、
尚

ほ
一
事





の
長





ず
る
あ
り
、
汝





學


ば
ず
し
て
何



を
か
な
す
と
、

叔
公






大
目
玉







を
食



は
す
。
韓

湘







唯



と
畏




り

て
、
爪



を
噛

む
が
如



く
に
し
て
、
ぽ
つ
〳
〵
と
何



か
撮



ん
で
食

ふ
。
其

の
状



我

が
國



に
豌
豆
豆








を
噛



る
に
似

た
り
。
昌

黎







色


を
勵



ま
し
て
叱



つ
て
曰



く
、
此



の
如



き
は
、
そ

も
〳
〵
如

何

な
る
事



ぞ
と
、
奪



つ
て
是



を
見

れ
ば
、
其

の
品



有
平
糖








の
缺





の
如



く
に
し
て
、
あ
ら
ず
、
美





し
き

桃


の
花
片






な
り
。
掌




を

落


せ
ば
、
ハ
ラ
ハ
ラ
と
膝



に
散

る
。
時



や
冬



、
小
春
日









の
返



り
咲



に
も
怪



し
何
處





に
か

取

り
得

た
る
。
昌

黎







屹


と
其

の
面





を
睨



ま
へ
て
あ
り
。
韓

湘







拜
謝






し
て
曰



く
、
小
姪






此

の
藝
當






ご
ざ
候




。

因

り
て
書



を
讀

ま
ず
又



學


ば
ざ
る
に
て
候




。

昌

黎







信




と
せ
ず
、
審





に

其

の
仔
細





を
詰



れ
ば
、
韓

湘







高


ら
か

に
歌



つ
て
曰



く
、
青
山
雲
水










の
窟



、
此

の
地

是

れ
我

が
家



。
子

夜

瓊
液






を
※



し
、
寅
晨






降
霞





を
咀



ふ
。
琴



は
碧



玉




の
調



を
彈



じ
、
爐

に
は
白
珠






の
砂



を
煉

る
。
寶
鼎






金
虎





を
存



し
、
芝
田





白
鴉





を
養





ふ
。
一
瓢






に
造
化






を
藏



し
、
三

尺







妖
邪






を
斬

り
、
逡

巡








の
酒



を
造



る
こ
と
を
解



し
、
ま
た
能

く
頃
刻






の
花



を
開



か
し
む
。
人



あ
り

て
能

く
我



に
學



ば
ば
、
同





く
と
も
に
仙
葩





を
看

ん
、
と
且

つ
歌



ひ
且

つ
花



の
微
紅





を
噛

む
。
昌

黎







敢


て
信



ぜ

3



ず
。
韓

湘







又


館




、
階
前






の
牡
丹
叢







を
指





し
て
曰



く
、
今



、
根

あ
る
の
み
。
叔
公






も
し
花



を
欲



せ
ば
、
我



乃



開


か
し
め
ん
。
青
黄
紅
白











、
正
暈
倒
暈










、
淺
深






の
紅




、

唯


公


が
命



の
ま
ゝ
也



。
昌

黎







其

の
放
語





を
憎



み
、
言

ふ
が
ま
ゝ
に
其

の
術





を
な
せ
よ
と
言

ふ
。

　
猶
子





先

づ
屏
風






を
借

り
得

て
、
庭



に
牡
丹
叢







を
蔽



ひ
、
人



の
窺





ふ
こ
と
を
許



さ
ず
。
獨



り
其

の
中



に
あ
り
。

※


の
四
方





を
掘

り
、
深



さ
其

の
根

に
及



び
、
廣



さ
人



を
容

れ
て
坐

す
。
唯



紫

粉







と
紅



と
白
粉






を
齎



ら
し
入

る

の
み
。
恁

く
て
旦





に
暮



に
其

の
根

を
治



む
。
凡



て
一
七
日








、
術





成

る
と
稱





し
、
出

で
て
昌

黎







に
對



し
て
、
は

じ
め
て
羞

ぢ
た
る
色



あ
り
。
曰



く
、
恨



む
ら
く
は
節



遲


き
こ
と
一
月






な
り
、
時



既


に
冬



に
し
て
我

が
思



ふ
が
ま
ゝ

な
ら
ず
と
。
然



れ
ど
も
花



開


い
て
絢
爛






た
り
。
昌

黎







植

う
る
處





、
牡
丹





も
と
紫




、

今


は
白
紅






に
し
て
縁



お
の

〳
〵
緑





に
、
月
界






の
採
虹






玲
瓏






と
し
て
薫



る
。
尚

ほ
且

つ
朶




ご

と
に
一
聯






の
詩

あ
り
。
奇

な
る
哉



、
字

の
色



分


明




に
し
て
紫




な

り
。
瞳





を
定



め
て
こ
れ
を
讀

め
ば
　
　

雲

横

秦

嶺

家

何

在
























、
雪
擁
藍
關
馬
不


















前


　
　
昌

黎







、
時



に
其

の
意

の
何



た
る
を
知

ら
ず
。
既



に
し
て
猶
子





が
左
道





を
喜





ば
ず
、
教



ふ
べ
か
ら
ず

と
し
て
、
江

淮







に
追
還






す
。

　
未



だ
幾
干






な
ら
ざ
る
に
、
昌

黎







、
朝



に
佛
骨






の
表



を
奉




る

に
因

り
、
潮
州






に
流



さ
れ
ぬ
。
八
千






の
途



、
道



に
日

暮

れ
ん
と
し
偶




雪


降

る
。
晦
冥
陰
慘











、
雲



冷


た
く
、
風



寒


く
、
征
衣





纔




に
黒



く
し
て
髮



忽




ち
白



し
。
嶺



あ
り
、
天



を
遮





り
、
關



あ
り
、
地

を
鎖



し
、
馬



前


ま
ず
、
　
　
馬



前


ま
ず
。
　
　
孤
影





雪


に
碎



け
て
濛
々






た
る

中


に
、
唯

見

れ
ば
一
簇






の
雲



の
霏



と
し
て
薄



く
紅




な

る
あ
り
。
風



に
漂





う
て
横



ざ
ま
に
吹

き
到



る
。
日

は
暮

れ
ぬ
。
豈



夕
陽






の
印
影






な
ら
ん
や
。
疑





ふ
ら
く
は
紅
涙






の
雪



を
染

む
る
事



を
。
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袖



を
捲

い
て
面





を
拂



へ
ば
、
遙





に
其

の
雲



の
中



に
、
韓

湘







あ
り
。
唯
一
人








、
雪



を
冒



し
て
何
處





よ
り
と
も

な
く
、
や
が
て
馬
前





に
來



る
。
其

の
蓑



紛
々






と
し
て
桃
花






を
點



じ
、
微
笑





し
て
一
揖






す
。
叔
公






其

の
後



は
と
。

昌

黎







、
言





ふ
こ
と
能



は
ず
、
涙





先

づ
下



る
。
韓

湘







曰


く
、
今



、
公



、
花
間






の
文
字





を
知

れ
り
や
。
昌

黎







默
然






た
り
。
時



に
後



れ
た
る
從

者







辛


う
じ
て
到



る
。
昌

黎







顧




み
て
、
詢

う
て
曰



く
、
此

の
地

何
處





ぞ
。
藍



關




に
て
候




。

さ
て
は
、
高



き
は
秦
嶺
也








。
昌

黎







嗟
嘆





す
る
こ
と
久





う
し
て
曰



く
、
吾



今


に
し
て
仙
葩





を
視

た
り
。
汝





の
た
め
に
彼

の
詩

を
全





う
せ
ん
と
。
韓
文
公








が
詩
集





の
う
ち
に
、

一
封
朝
奏
九
重
天





















　
云
々






と
あ
る
も
の
則




是


。
於

茲








手

を
取

り
て
泣

き
ぬ
。
韓

湘







慰




め
て
曰



く
、
愴



む
こ
と
勿



れ
、
吾



知

る
、
公



恙




あ
ら
ず
、
且

つ
久



し
か
ら
ず
し
て
朝
廷






又


公


を
用



ふ
と
。
別



る
ゝ
時



一
掬






の
雪



を
取

つ
て
、
昌

黎







に
與



へ
て

曰


く
、
此

の
も
の
能

く
潮
州






の
瘴
霧






を
消

さ
ん
、
叔
公






、
御
機
嫌









よ
う
と
。
昌

黎







馬
上






に
是



を
受

け
て
袖



に

す
れ
ば
、
其

の
雪



香




し
く
立

處







に
花
片






と
な
ん
ぬ
と
か
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
四
月

5
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
鏡
花
全
集
　
巻
二
十
七
」
岩
波
書
店

　
　
　1942
（
昭
和17

）
年10

月20

日
第1

刷
発
行

　
　
　1988
（
昭
和63

）
年11

月2

日
第3

刷
発
行

※
題
名
の
下
に
あ
っ
た
年
代
の
注
を
、
最
後
に
移
し
ま
し
た
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
土
屋
隆

2007

年4

月9

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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